
14

bir baflka ‹stanbul P o l i t i k a
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訳／小沢佳子　　編集／ＢＢＩ編集部　

「セゼル大統領とエジェヴィット首相の衝突！」連載２１回

２０００年５月に内閣総立っての推薦を受け、憲法裁判長から大統領に就任したセゼル大統領は、

この１年の間に国民の絶大な信頼と支持を得た。しかし、大統領と内閣との間には何度となく意見の相違が

表面化し始め、緊張の空気が漂っていた。そんなところにこのニュースが爆弾のごとく破裂した！
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Ç ‹ L L E R
タンス・チルレル
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Do¤ru Yol Partisi

Recai KUTAN
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F P党首
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美徳党
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Ahmet Necdet SEZER
アフメット・ネジデット・セゼル

第1 0代共和国大統領

（元憲法裁判長）

各党のリーダー達
2001年４月３０日現在

DSP+MHP+ANAP 第57代連立内閣

会　
議　
で　
飛　
ん　
だ　

共　
和　
国　
憲　
法　
冊　
子　

二　
○　
○　
一　
年　
二　
月　
一　
九　
日　
月　
曜　
日　
午　
前　
一　

一　
時　
五　
分　
。　
そ　
れ　
は　
総　
理　
大　
臣　
エ　
ジ　
ェ　
ヴ　
ィ　

ッ　
ト　
が　
行　
っ　
た　
記　
者　
会　
見　
か　
ら　
始　
ま　
っ　
た　
。　

国　
家　
の　
安　
全　
保　
障　
に　
つ　
い　
て　
協　
議　
す　
る　
為　

に　
月　
に　
一　
度　
開　
か　
れ　
る　
国　
家　
安　
全　
保　
障　
評　
議　

会　

を　
途　

中　
で　
退　
座　
し　
た　
エ　
ジ　
ェ　
ヴ　
ィ　
ッ　
ト　
は　
、　
シ　
ョ　

ッ　
ク　
を　
隠　
せ　
な　
い　
様　
子　
で　
「　
セ　
ゼ　
ル　
大　
統　
領　

は　
Ｍ　
Ｇ　
Ｋ　
会　
議　
に　
お　
い　
て　
、　
あ　
る　
ま　
じ　
き　
態　

度　
を　
と　
ら　
れ　
た　
。　
」　
と　
直　
接　
大　
統　
領　
セ　
ゼ　
ル　

に　
向　
け　
て　
非　
難　
の　
発　
言　
し　
た　
。　

こ　
の　
表　
明　
は　
、　
爆　
弾　
の　
ご　
と　
く　
ト　
ル　
コ　
全　

国　
に　
衝　
撃　
を　
与　
え　
た　
。　
そ　
も　
そ　
も　
、　
綱　
渡　
り　

状　
態　
で　
あ　
っ　
た　
ト　
ル　
コ　
経　
済　
は　
、　
こ　
の　
衝　
撃　

に　
耐　
え　
ら　
れ　
る　
は　
ず　
も　
な　
く　
、　
真　
っ　
逆　
さ　
ま　

に　
大　
混　
乱　
へ　
落　
ち　
込　
ん　
だ　
。　

エ　
ジ　
ェ　
ヴ　
ィ　
ッ　
ト　
の　
非　
難　
発　
言　
か　
ら　
二　
時　

間　
後　
、　
株　
は　
暴　
落　
し　
、　
経　
済　
は　
大　
混　
乱　
に　
陥　

っ　
た　
。　
こ　
れ　
は　
結　
果　
的　
に　
、　
昨　
年　
の　
一　
一　
月　

の　
銀　
行　
危　
機　
の　
約　
三　
倍　
の　
損　
害　
と　
な　
っ　
た　
。　

（　
本　
誌　
一　
八　
頁　
「　
ト　
ル　
コ　
経　
済　
特　
別　
特　
集　
」　
ご　
参　
照　
）　

Ｍ　
Ｇ　
Ｋ　
会　
議　
に　
お　
け　
る　
衝　
突　
の　
原　
因　
は　
、　

現　
在　
政　
府　
の　
重　
要　
課　
題　
と　
さ　
れ　
て　
い　
る　
「　
不　

正　
取　
り　
締　
ま　
り　
」　
に　
対　
す　
る　
内　
閣　
の　
働　
き　
を　
、　

大　
統　
領　
が　
十　
分　
と　
認　
め　
て　
い　
な　
か　
っ　
た　
こ　
と　

に　
起　
因　
す　
る　
。　

大　
統　
領　
が　
、　
銀　
行　
部　
門　
に　
向　
け　
て　
、　
銀　
行　

調　
整　
監　
視　
機　
構　
に　
加　
え　
、　
特　
別　
査　
察　
チ　
ー　
ム　

の　
派　
遣　
を　
要　
請　
し　
た　
こ　
と　
に　
対　
し　
、　
内　
閣　
は　

「　
査　
察　
の　
査　
察　
が　
必　
要　
な　
の　
か　
」　
と　
反　
論　
。　

大　
統　
領　
は　
憲　
法　
一　
○　
八　
項　
を　
挙　
げ　
、　
「　
君　
達　

は　
憲　
法　
も　
知　
ら　
ず　
に　
話　
し　
て　
い　
る　
よ　
う　
だ　
」　

と　
述　
べ　
た　
。　
「　
ほ　
う　
、　
そ　
れ　
な　
ら　
、　
そ　
の　
憲　

法　
と　
や　
ら　
を　
見　
さ　
せ　
て　
も　
ら　
っ　
て　
、　
わ　
か　
ろ　

う　
じ　
ゃ　
な　
い　
か　
」　
と　
割　
り　
込　
ん　
で　
き　
た　
オ　
ズ　

カ　
ン　
副　
首　
相　
の　
言　
葉　
に　
怒　
っ　
た　
セ　
ゼ　
ル　
は　

「　
ほ　
ら　
、　
読　
め　
ば　
い　
い　
。　」　
と　
共　
和　
国　
憲　
法　
が　

記　
さ　
れ　
た　
冊　
子　
を　
、　
エ　
ジ　
ェ　
ヴ　
ィ　
ッ　
ト　
首　
相　

達　
の　
座　
る　
机　
に　
向　
か　
っ　
て　
、　
投　
げ　
つ　
け　
た　
と　

さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

意　
見　
は　
二　
つ　
に　
別　
れ　
た　
。　
セ　
ゼ　
ル　
派　
と　
、　

エ　
ジ　
ェ　
ヴ　
ィ　
ッ　
ト　
派　
。　

セ　
ゼ　
ル　
派　
は　
、　
「　
大　
統　
領　
は　
、　
内　
閣　
の　
不　

正　
取　
り　
締　
ま　
り　
に　
対　
す　
る　
態　
度　
の　
甘　
さ　
を　
指　

摘　
し　
た　
だ　
け　
で　
あ　
る　
。　
大　
統　
領　
は　
国　
民　
の　
声　

を　
代　
弁　
し　
た　
だ　
け　
で　
非　
は　
な　
い　
。　
」　
と　
セ　
ゼ　

ル　
を　
弁　
護　
。　

エ　
ジ　
ェ　
ヴ　
ィ　
ッ　
ト　
派　
は　
、　
「　
状　
況　
如　
何　
に　

関　
わ　
ら　
ず　
、　
セ　
ゼ　
ル　
は　
大　
統　
領　
と　
し　
て　
、　
一　

国　
の　
総　
理　
大　
臣　
で　
あ　
る　
エ　
ジ　
ェ　
ヴ　
ィ　
ッ　
ト　
に　

対　
し　
て　
、　
あ　
る　
ま　
じ　
き　
態　
度　
を　
と　
っ　
た　
。　
こ　

れ　
は　
許　
し　
難　
い　
こ　
と　
で　
、　
内　
閣　
に　
対　
し　
公　
式　

に　
謝　
罪　
す　
べ　
き　
で　
あ　
る　
。　」　
と　
主　
張　
し　
た　
。　

し　
か　
し　
残　
念　
な　
が　
ら　
、　
結　
果　
的　
に　
は　
、　
世　

論　
で　
は　
、　
エ　
ジ　
ェ　
ヴ　
ィ　
ッ　
ト　
派　
の　
歩　
が　
悪　
く　
、　



不　
利　
な　
立　
場　
に　
追　
い　
込　
ま　
れ　
た　
。　

と　
い　
う　
の　
も　
、　
元　
来　
、　
国　
家　
安　
全　
保　
障　

評　
議　
会　
は　
国　
家　
機　
密　
を　
扱　
う　
為　
、　
会　
議　
の　

内　
容　
及　
び　
、　
会　
議　
に　
於　
け　
る　
発　
言　
等　
は　
、　

機　
密　
。　
基　
本　
的　
に　
は　
外　
部　
に　
発　
表　
禁　
止　
と　

な　
っ　
て　
い　
る　
。　
そ　
れ　
に　
も　
関　
わ　
ら　
ず　
エ　
ジ　

ェ　
ヴ　
ィ　
ッ　
ト　
は　
、　
少　
な　
く　
と　
も　
、　
会　
議　
の　

内　
容　
を　
発　
表　
し　
た　
こ　
と　
に　
な　
り　
、　
ま　
ず　
こ　

れ　
で　
失　
点　
し　
た　
。　

エ　
ジ　
ェ　
ヴ　
ィ　
ッ　
ト　
を　
父　
と　
も　
慕　
う　
オ　
ズ　

カ　
ン　
副　
首　
相　
が　
Ｍ　
Ｇ　
Ｋ　
の　
会　
場　
を　
退　
席　
す　

る　
際　
、　
セ　
ゼ　
ル　
大　
統　
領　
に　
対　
し　
「　
（　
我　
々　
の　

後　
押　
し　
が　
あ　
っ　
て　
現　
職　
に　
つ　
い　
た　
よ　
う　
な　

も　
の　
な　
の　
に　
）　
恩　
知　
ら　
ず　
な　

　　

ナ　

ン　

キ　

ョ　

ル　

　　

猫　
ケ　
デ　
ィ　

め　
！　
」　
と　

発　
言　
を　
し　
た　
こ　
と　
が　
新　
聞　
で　
発　
表　
さ　
れ　
た　

こ　
と　
も　
、　
世　
間　
を　
大　
き　
く　
騒　
が　
せ　
た　
。　

し　
か　
し　
状　
況　
は　
ど　
う　
で　
あ　
れ　
、　
こ　
の　
衝　

突　
が　
引　
き　
金　
と　
な　
っ　
た　
と　
さ　
れ　
る　
今　
回　
の　

「　
二　
月　
経　
済　
大　
危　
機　
」　
の　
請　
求　
書　
の　
膨　
大　
さ　

を　
、　
そ　
の　
時　
わ　
か　
っ　
て　
い　
た　
と　
し　
た　
ら　
、　

エ　
ジ　
ェ　
ヴ　
ィ　
ッ　
ト　
は　
Ｍ　
Ｇ　
Ｋ　
会　
議　
を　
途　
中　

退　
席　
し　
た　
で　
あ　
ろ　
う　
か　
。　

予　
想　
さ　
れ　
て　
い　
た　
経　
済　
危　
機　
の　
到　
来　
と　

は　
い　
え　
、　
そ　
の　
引　
き　
金　
を　
自　
ら　
引　
い　
て　
し　

ま　
っ　
た　
エ　
ジ　
ェ　
ヴ　
ィ　
ッ　
ト　
と　
連　
立　
内　
閣　
閣　

僚　
に　
対　
し　
、　
野　
党　
は　
こ　
こ　
ぞ　
と　
ば　
か　
り　
に　
、　

「　
内　
閣　
解　
散　
」　
の　
声　
を　
上　
げ　
た　
。　

Ｄ　
Ｓ　
Ｐ　
党　
首　
タ　
ン　
ス　
・　
チ　
ル　
レ　
ル　
は　
、　

「　
『　
国　
家　
危　
機　
』　
こ　
れ　
を　
理　
解　
す　
る　
こ　
と　
は　

不　
可　
能　
だ　
。　
こ　
の　
ト　
ル　
コ　
の　
お　
か　
れ　
て　
い　

る　
状　
況　
は　
ま　
る　
で　
火　
事　
場　
だ　
。　
連　
立　
内　
閣　

は　
解　
散　
す　
べ　
き　
で　
あ　
る　
。　」　
と　
批　
判　
。　

Ｃ　
Ｈ　
Ｐ　

党　

首　
デ　
ニ　
ズ　
・　
バ　
イ　
カ　
ル　
は　
、　
「　
我　
々　
は　
Ｃ　
Ｈ　

Ｐ　
党　
と　
し　
て　
、　
全　
面　
的　
に　
セ　
ゼ　
ル　
大　
統　
領　

を　
支　
持　
す　
る　
。　
聞　
く　
に　
大　
統　
領　
は　
、　
内　
閣　

が　
政　
治　
の　
不　
正　
に　
対　
し　
必　
要　
処　
置　
を　
と　
っ　

て　
い　
な　
い　
こ　
と　
を　
指　
摘　
し　
た　
そ　
う　
で　
は　
な　

い　
か　
。　
こ　
れ　
は　
正　
し　
い　
。　
世　
論　
も　
そ　
う　
言　

っ　
て　
い　
る　
。　
我　
々　
も　
同　
意　
見　
だ　
。　
」　
と　
述　
べ　

た　
。　Ｆ　

Ｐ　
党　
首　
レ　
ジ　
ャ　
イ　
・　
ク　
タ　
ン　
は　
次　
の　

よ　
う　
に　
述　
べ　
た　
。　
「　
遺　
憾　
な　
が　
ら　
、　
こ　
の　
件　

は　
、　
昨　
年　
一　
一　
月　
の　
経　
済　
危　
機　
よ　
り　
も　
大　

き　
な　
危　
機　
を　
も　
た　
ら　
す　
原　
因　
と　
な　
る　
で　
あ　

ろ　
う　
。　」　
ま　
さ　
に　
そ　
の　
通　
り　
と　
な　
っ　
た　
。　

と　
に　
か　
く　
、　
ガ　
ス　
の　
充　
満　
し　
て　
い　
た　
と　

こ　
ろ　
に　
火　
を　
近　
づ　
け　
た　
よ　
う　
な　
も　
の　
。　
ト　

ル　
コ　
経　
済　
は　
大　
爆　
発　
し　
、　
ト　
ル　
コ　
中　
に　
火　

の　
粉　
を　
ふ　
り　
ま　
い　
た　
。　

共　
和　
国　
史　
上　
最　
大　
と　
な　
っ　
た　

二　
月　
経　
済　
危　
機　

翌　
日　
か　
ら　
ド　
ル　
は　
急　
騰　
し　
、　
あ　
れ　
よ　
、　

あ　
れ　
よ　
と　
い　
う　
間　
に　
三　
日　
で　
、　
一　
気　
に　
五　

○　
％　
も　
上　
が　
り　
、　
一　
ド　
ル　
百　
万　
ト　
ル　
コ　
リ　

ラ　
を　
超　
え　
た　
。　
市　
場　
は　
混　
乱　
し　
、　
ド　
ル　
の　

為　
替　
が　
常　
に　
変　
動　
す　
る　
為　
、　
ド　
ル　
価　
格　
に　

よ　
る　
販　
売　
を　
不　
可　
能　
に　
し　
、　
終　
日　
販　
売　
が　

停　
止　
さ　
れ　
た　
（　
国　
外　
航　
空　
券　
等　
）　。　
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M G K危機後の米ドルの動き（単位：千トルコリラ／中央銀行レート／2001年）

為替変動制導入後のガソリンの値上げ（単位：トルコリラ）

イスタンブル・アジア側 609,800,000 862,800,000 41,5%

イスタンブル・ヨーロッパ側 611,300,000 864,800,000 41,5%

アンカラ 609,800,000 862,300,000 41,4%

イズミル 608,600,000 853,300,000 40,2%

トルコ国内の都市ごとによる
スーパーガソリンの価格 2 0 0 1年2月 2 2日 2 0 0 1年4月4日 値上率

( 2001.04.05 Milliyet 紙 )
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個　
人　
商　
店　
で　
は　
、　
即　
座　
に　
店　
の　
ト　
ル　
コ　

リ　
ラ　
の　
料　
金　
表　
示　
を　
書　
き　
換　
え　
る　
店　
も　
出　

た　
。　
ド　
ル　
立　
て　
販　
売　
で　
は　
、　
あ　
ま　
り　
に　
も　

急　
激　
な　
値　
上　
げ　
と　
な　
り　
、　
売　
れ　
る　
も　
の　
も　

売　
れ　
な　
い　
状　
態　
と　
な　
り　
、　「　
し　
ば　
ら　
く　
待　
つ　
」　

ト　
ル　
コ　
国　
民　
に　
強　
い　
ら　
れ　
た　
こ　
と　
は　
そ　
れ　

の　
み　
だ　
っ　
た　
。　

し　
か　
し　
、　
今　
ま　
で　
の　
経　
験　
か　
ら　
、　
た　
と　

え　
こ　
の　
混　
乱　
が　
落　
ち　
着　
い　
た　
と　
し　
て　
も　
、　

決　
し　
て　
危　
機　
前　
の　
六　
○　
万　
ト　
ル　
コ　
リ　
ラ　
代　

に　
下　
が　
る　
は　
ず　
が　
な　
い　
こ　
と　
を　
国　
民　
は　
知　

っ　
て　
い　
た　
。　
そ　
も　
そ　
も　
、　
こ　
こ　
三　
○　
年　
ず　

っ　
と　
続　
い　
た　
高　
イ　
ン　
フ　
レ　
の　
中　
、　
今　
年　
に　

な　
っ　
て　
ド　
ル　
が　
変　
動　
し　
な　
か　
っ　
た　
こ　
と　
が　
、　

お　
か　
し　
か　
っ　
た　
だ　
け　
で　
、　
通　
常　
に　
も　
ど　
っ　

た　
の　
だ　
。　

二　
二　
日　
か　
ら　
危　
機　
対　
策　
と　
し　
て　
、　
政　
府　

は　
為　
替　
政　
策　
を　
「　
変　
動　
相　
場　
制　
（　

）　
」　
に　
移　
行　
し　
た　
。　
し　
か　
し　
、　

市　
場　
の　
混　
乱　
の　
中　
、　
ド　
ル　
は　
波　

ダ　
ル　
ガ　

（　

）　

打　
ち　
、　
国　
民　
の　
上　
に　
し　
ぶ　
き　
を　
か　
け　
続　
け　

た　
。　
た　
っ　
た　
二　
日　
に　
し　
て　
、　
人　
々　
の　
給　
料　

は　
半　
分　
に　
な　
り　
、　
物　
価　
は　
倍　
に　
な　
っ　
た　
の　

で　
あ　
る　
。　
な　
す　
術　
も　
な　
い　
国　
民　
は　
、　
こ　
の　

変　
動　
相　
場　
制　

ダ　

ル　

ガ　

ル　

・　

ク　

ル　

に　
対　
し　
、　
「　
国　
民　
を　
馬　
鹿　
に　
し　

て　
い　
る　
！　
（　

）　
」　
と　
や　
り　

場　
の　
な　
い　
怒　
り　
を　
口　
に　
し　
た　
。　

あ　
る　
自　
営　
業　
者　
は　
、　
「　
ド　
ル　
の　
高　
騰　
で　
、　

儲　
け　
は　
消　
え　
た　
。　
今　
年　
半　
年　
間　
タ　
ダ　
働　
き　

し　
た　
こ　
と　
に　
な　
っ　
た　
。　」　
と　
漏　
ら　
し　
た　
。　

「　
翌　
月　
の　
初　
め　
に　
払　
う　
ド　
ル　
立　
て　
の　
家　

賃　
の　
為　
に　
貯　
め　
て　
お　
い　
た　
ト　
ル　
コ　
リ　
ラ　
は　
、　

た　
っ　
た　
二　
日　
で　
価　
値　
が　
半　
減　
し　
た　
。　
ま　
た　

月　
末　
ま　
で　
に　
残　
り　
を　
貯　
め　
な　
く　
て　
は　
な　
ら　

な　
く　
な　
っ　
た　
。　
」　
と　
い　
う　
在　
イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　

邦　
人　
も　
い　
た　
。　

ス　
ー　
パ　
ー　
大　
臣　

バ　

カ　

ン　

ド　
ク　
タ　
ー　
・　
デ　
ル　
ヴ　
ィ　
シ　
ュ　

エ　
ジ　
ェ　
ヴ　
ィ　
ッ　
ト　
首　
相　
を　
は　
じ　
め　
と　
す　

る　
第　
五　
七　
代　
連　
立　
内　
閣　
が　
、　
周　
囲　
の　
激　
し　

い　
非　
難　
に　
立　
ち　
向　
か　
い　
、　
「　
こ　
の　
混　
乱　
を　
収　

拾　
す　
る　
責　
任　
が　
あ　
る　
」　
と　
内　
閣　
続　
行　
を　
強　

調　
し　
た　
の　
に　
対　
し　
、　
危　
機　
発　
生　
か　
ら　
五　
日　

た　
っ　
た　
二　
四　
日　
土　
曜　
日　
、　
今　
回　
の　
経　
済　
危　

機　
を　
回　
避　
で　
き　
な　
か　
っ　
た　
こ　
と　
を　
理　
由　
に　

ト　
ル　
コ　
中　
央　
銀　
行　
の　
ガ　
ー　
ズ　
ィ　
・　
エ　
ル　
チ　

ェ　
ル　
総　
裁　
が　
辞　
任　
を　
表　
明　
し　
た　
。　

中　
央　
銀　
行　
総　
裁　
の　
後　
任　
と　
し　
て　
名　
が　
上　

が　
っ　
た　
の　
が　
、　
当　
時　
世　
界　
銀　
行　
の　
貧　
困　
減　

少　
経　
済　
管　
理　
部　
門　
の　
副　
長　
官　
で　
あ　
っ　
た　
ケ　

マ　
ル　
・　
デ　
ル　
ヴ　
ィ　
シ　
ュ　
で　
あ　
っ　
た　
。　

世　
界　
銀　
行　
に　
二　
二　
年　
間　
勤　
務　
し　
た　
経　
済　

学　
者　
。　
世　
界　
銀　
行　
の　
副　
長　
官　
。　
前　
プ　
リ　
ン　

ス　
ト　
ン　
大　
学　
教　
授　
。　
か　
つ　
て　
の　
エ　
ジ　
ェ　
ヴ　

ィ　
ッ　
ト　
の　
経　
済　
顧　
問　
。　
こ　
の　
重　
大　
時　
の　
人　

選　
に　
、　
周　
囲　
を　
説　
得　
さ　
せ　
る　
為　
の　
デ　
ル　
ヴ　

ィ　
シ　
ュ　
の　
釣　
書　
き　
は　
満　
点　
で　
あ　
っ　
た　
。　

国　
民　
は　
両　
手　
放　
し　
で　
彼　
を　
大　
歓　
迎　
し　
、　

「　
救　
世　
主　
」　
と　
崇　
め　
た　
。　

彼　
の　
名　
は　
、　
国　
内　
・　
国　
外　
の　
経　
済　
市　
場　

を　
納　
得　
さ　
せ　
る　
に　
も　
申　
し　
分　
の　
な　
く　
、　
「　
デ　

ル　
ヴ　
ィ　
シ　
ュ　
の　
名　
前　
で　
さ　
え　
十　
分　
」　
と　
言　

わ　
れ　
た　
ほ　
ど　
、　
「　
経　
済　
担　
当　
国　
務　
大　
臣　
候　
補　

デ　
ル　
ヴ　
ィ　
シ　
ュ　
」　
の　
発　
表　
と　
共　
に　
、　
市　
場　

は　
一　
気　
に　
好　
転　
の　
気　
配　
を　
見　
せ　
始　
め　
た　
。　

メ　
デ　
ィ　
ア　
は　
、　
デ　
ル　
ヴ　
ィ　
シ　
ュ　
が　
オ　
ス　

マ　
ン　
朝　
の　
総　
督　

パ　

シ　

ャ　

の　
六　
代　
目　
に　
あ　
た　
る　
こ　
と　
、　

妻　
は　
ア　
メ　
リ　
カ　
人　
で　
、　
再　
婚　
で　
あ　
る　
こ　
と　

等　
、　
次　
々　
に　
彼　
の　
こ　
と　
を　
書　
き　
立　
て　
た　
。　

デ　
ル　
ヴ　
ィ　
シ　
ュ　
は　
、　
こ　
の　
異　
様　
な　
ま　
で　
の　

ト　
ル　
コ　
メ　
デ　
ィ　
ア　
の　
関　
心　
に　
驚　
き　
を　
隠　
せ　

ず　
、　
「　
私　
な　
ん　
か　
に　
構　
っ　
て　
な　
い　
で　
、　
他　
の　

仕　
事　
を　
し　
た　
ら　
ど　
う　
か　
い　
」　
と　
微　
笑　
ん　
だ　
。　

彼　
は　
変　
わ　
っ　
て　

．　
．　
．　
．　

い　
た　
。　
彼　
の　
な　
す　
こ　
と　

bir baflka ‹stanbul P o l i t i k a

ケマル・デルヴィシュは、イスタンブルの由緒ある裕福な家庭に生ま

れた。現在5 4歳。父はトルコ人。母はドイツ人。初、中等教育をイス

タンブルで終えた後、フランスで高等教育を受けた。その後ロンド

ン・スクール・オブ・エコノミーで学び、アメリカのプリンストン大

学で、修士・博士過程を修了した。 1 9 7 3年から３年間、中東工科大学

で教鞭をとる傍ら、当時C H P党首であったエジェヴィットの経済顧問

を務め、1 9 7 8年に世界銀行へ入った。1 9 8 0年代故トゥルグット・オザ

ルのトルコへの呼び寄せには応じず、 1 9 9 4年ジェム・ボイネルの政党

設立に加わったことで、再び名を広めたが、世界銀行に留まった。

Dervifl kimdir ? デルヴィシュとは誰か
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全　
て　
が　
、　
ト　
ル　
コ　
に　
は　
新　
鮮　
で　
、　
彼　
は　
格　
好　

の　
メ　
デ　
ィ　
ア　
の　
対　
象　
と　
な　
っ　
た　
。　

テ　
レ　
ビ　
の　
画　
面　
で　
会　
議　
か　
ら　
会　
議　
へ　
走　
り　

回　
る　
デ　
ル　
ヴ　
ィ　
シ　
ュ　
を　
見　
る　
う　
ち　
に　
、　
ト　
ル　

コ　
国　
民　
は　
い　
つ　
の　
間　
に　
か　
、　
「　
大　
臣　
は　
偉　
そ　

う　
な　
も　
の　
」　
「　
大　
臣　
は　
笑　
わ　
な　
い　
も　
の　
」　
と　

い　
う　
イ　
メ　
ー　
ジ　
を　
持　
た　
さ　
れ　
て　
い　
た　
こ　
と　
に　

気　
が　
付　
き　
始　
め　
た　
。　

デ　
ル　
ヴ　
ィ　
シ　
ュ　
は　
、　
忙　
し　
い　
中　
、　
報　
道　
陣　

の　
質　
問　
に　
も　
に　
こ　
や　
か　
に　
対　
応　
し　
、　
二　
二　
年　

も　
ア　
メ　
リ　
カ　
で　
生　
活　
し　
て　
い　
る　
に　
も　
関　
わ　
ら　

ず　
、　
非　
常　
に　
上　
品　
で　
正　
し　
い　
ト　
ル　
コ　
語　
を　
話　

し　
た　
。　
そ　
の　
落　
ち　
着　
い　
た　
物　
腰　
し　
と　
、　
正　
確　

な　
ト　
ル　
コ　
語　
は　
、　
外　
国　
か　
ら　
駆　
け　
つ　
け　
た　
医　

者　
の　
腕　
を　
信　
じ　
さ　
せ　
る　
に　
十　
分　
だ　
っ　
た　
。　
国　

民　
は　
疑　
う　
こ　
と　
な　
く　
、　
手　
術　
台　
に　
身　
を　
横　
た　

え　
た　
。　
当　
然　
の　
ご　
と　
く　
、　
デ　
ル　
ヴ　
ィ　
シ　
ュ　
の　

人　
気　
は　
、　
う　
な　
ぎ　
の　
ぼ　
り　
で　
急　
上　
昇　
し　
た　
。　

当　
初　
、　
「　
中　
央　
銀　
行　
総　
裁　
の　
後　
任　
」　
と　
し　

て　
、　
ア　
メ　
リ　
カ　
か　
ら　
呼　
び　
戻　
さ　
れ　
た　
デ　
ル　
ヴ　

ィ　
シ　
ュ　
だ　
っ　
た　
が　
、　
彼　
は　
、　
そ　
れ　
だ　
け　
の　
役　

職　
で　
は　
納　
得　
せ　
ず　
、　
最　
終　
的　
に　
、　
財　
務　
庁　
、　

中　
央　
銀　
行　
、　
資　
本　
市　
場　
協　
議　
会　
、　
ズ　
ィ　
ラ　
ア　

ト　
国　
営　
銀　
行　
、　
ハ　
ル　
ク　
国　
営　
銀　
行　
、　
ト　
ル　
コ　

開　
発　
銀　
行　
の　
上　
級　
監　
督　
権　
を　
持　
っ　
た　
経　
済　
担　

当　
の　
国　
務　
大　
臣　
と　
し　
て　
の　
職　
を　
引　
き　
受　
け　

た　
。　
ス　
ー　
パ　
ー　
大　
臣　

バ　

カ　

ン　

の　
誕　
生　
で　
あ　
る　
。　

犠　
牲　
祭　
を　
目　
の　
前　
に　
し　
た　
三　
月　
二　
日　
デ　
ル　

ヴ　
ィ　
シ　
ュ　
が　
正　
式　
に　
経　
済　
担　
当　
国　
務　
大　
臣　
に　

任　
命　
さ　
れ　
る　
と　
、　
翌　
日　
三　
日　
、　
銀　
行　
調　
整　
監　

視　

機　

構　
（　

の　
総　
裁　
ゼ　
ケ　
リ　
ヤ　
・　
テ　

ミ　
ズ　
エ　
ル　
は　
、　
「　
国　
家　
に　
一　
日　
た　
り　
と　
も　
奉　

仕　
し　
て　
い　
な　
い　
（　
閣　
僚　
出　
身　
で　
な　
い　
）　
人　
物　

の　
下　
で　
は　
働　
か　
な　
い　
。　
」　
と　
辞　
任　
を　
表　
明　
。　

エ　
ジ　
ェ　
ヴ　
ィ　
ッ　
ト　
の　
説　
得　
に　
も　
耳　
を　
貸　
さ　

ず　
、　
す　
ぐ　
に　
家　
族　
の　
い　
る　
ド　
イ　
ツ　
へ　
飛　
ん　
で　

し　
ま　
っ　
た　
。　
彼　
は　
、　
昨　
年　
九　
月　
に　
同　
機　
構　
が　

設　
立　
さ　
れ　
て　
以　
来　
、　
ト　
ル　
コ　
銀　
行　
部　
門　
の　
改　

革　
に　
貢　
献　
し　
て　
い　
た　
。　
そ　
の　
貢　
献　
に　
対　
し　
て　

評　
価　
が　
高　
か　
っ　
た　
だ　
け　
に　
、　
今　
回　
の　
彼　
の　
行　

動　
に　
は　
世　
間　
も　
驚　
い　
た　
。　

内　
閣　
は　
、　
大　
き　
な　
痛　
手　
を　
受　
け　
た　
経　
済　
危　

機　
を　
乗　
り　
切　
る　
為　
に　
、　
最　
善　
の　
人　
選　
を　
し　
、　

国　
民　
を　
満　
足　
さ　
せ　
、　
何　
と　
か　
窮　
地　
を　
脱　
し　
た　
。　

国　
家　
大　
改　
造　

そ　
こ　
ま　
で　
は　
良　
か　
っ　
た　
。　

「　
国　
民　
一　
人　
、　
一　
人　
が　
皆　
、　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　

任　
務　
を　
果　
た　
さ　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
。　
」　
と　

述　
べ　
る　
国　
務　
大　
臣　
デ　
ル　
ヴ　
ィ　
シ　
ュ　
に　
、　
頭　
を　

縦　
に　
振　
り　
、　
拍　
手　
を　
送　
っ　
て　
い　
た　
国　
会　
議　
員　

達　
で　
あ　
っ　
た　
が　
、　
デ　
ル　
ヴ　
ィ　
シ　
ュ　
が　
打　
ち　
出　

し　
た　
、　
「　
借　
金　
を　
返　
す　
為　
に　
、　
借　
金　
を　
す　
る　

の　
で　
な　
く　
、　
倹　
約　
す　
る　
こ　
と　
で　
国　
内　
か　
ら　
資　

金　
を　
し　
ぼ　
り　
出　
そ　
う　
。　
」　
と　
す　
る　
対　
策　
に　
よ　

っ　
て　
、　
倹　
約　
が　
国　
会　
に　
ま　
で　
及　
ぶ　
と　
、　
顔　
色　

を　
変　
え　
る　
者　
も　
出　
て　
き　
た　
。　

最　
新　
メ　
ル　
セ　
デ　
ス　
を　
含　
む　
二　
万　
五　
千　
台　
の　

公　
用　
車　
や　
、　
議　
員　
の　
高　
級　
公　
務　
社　
宅　
が　
売　
却　

さ　
れ　
る　
こ　
と　
に　
な　
っ　
た　
。　
予　
想　
は　
し　
て　
い　
た　

が　
、　
次　
々　
に　
メ　
デ　
ィ　
ア　
で　
発　
表　
さ　
れ　
る　
国　
会　

議　
員　
の　
贅　
沢　
ぶ　
り　
に　
、　
国　
民　
は　
開　
い　
た　
口　
を　

ふ　
さ　
げ　
ず　
、　
ま　
た　
し　
て　
も　
デ　
ル　
ヴ　
ィ　
シ　
ュ　
に　

拍　
手　
を　
送　
っ　
た　
。　

改　
革　
の　
実　
施　
が　
、　
自　
分　
の　
職　
を　
失　
う　
こ　
と　

に　
な　
る　
と　
知　
り　
つ　
つ　
、　
署　
名　
す　
る　
潔　
い　
公　
務　

員　
も　
い　
れ　
ば　
、　
「　
車　
ご　
と　
き　
で　
、　
国　
が　
救　
え　

る　
も　
の　
か　
」　
と　
デ　
ル　
ヴ　
ィ　
シ　
ュ　
の　
政　
策　
に　
不　

満　
を　
表　
わ　
し　
、　
政　
府　
の　
送　
迎　
車　
を　
拒　
否　
し　
て　
、　

私　
物　
の　
超　
高　
級　
車　
で　
国　
会　
に　
乗　
り　
付　
け　
る　
議　

員　
も　
出　
て　
き　
た　
。　

「　
経　
済　
と　
政　
治　
を　
切　
り　
離　
す　
こ　
と　
」　
「　
現　

状　
脱　
出　
の　
為　
に　
は　
政　
府　
の　
協　
力　
な　
し　
に　
は　
不　

可　
能　
で　
あ　
る　
こ　
と　
」　
デ　
ル　
ヴ　
ィ　
シ　
ュ　
は　
機　
会　

あ　
る　
ご　
と　
に　
強　
調　
し　
続　
け　
て　
い　
る　
が　
、　
数　
々　

の　
障　
害　
に　
、　
「　
も　
し　
も　
改　
革　
が　
私　
の　
思　
う　
よ　

う　
に　
す　
す　
め　
ら　
れ　
な　
い　
の　
な　
ら　
辞　
職　
す　
る　
」　

と　
い　
と　
も　
あ　
っ　
さ　
り　
公　
言　
し　
て　
い　
る　
。　

赤　
信　
号　
で　
止　
ま　
り　
、　
夫　
婦　
共　
々　
ス　
ー　
パ　
ー　

に　
出　
か　
け　
て　
、　
買　
い　
物　
を　
す　
る　
大　
統　
領　
。　

Ｔ　
シ　
ャ　
ツ　
に　
短　
パ　
ン　
で　
ジ　
ョ　
ギ　
ン　
グ　
し　
、　

タ　
ク　
シ　
ー　
の　
運　
転　
手　
と　
チ　
ャ　
イ　
を　
飲　
み　
な　
が　

ら　
歓　
談　
す　
る　
ス　
ー　
パ　
ー　
大　
臣　
。　

彼　
ら　
が　
国　
民　
の　
人　
気　
を　
集　
め　
る　
の　
も　
当　
然　

で　
あ　
る　
。　
も　
う　
、　
逃　
げ　
道　
は　
な　
い　
。　
長　
く　
続　

い　
た　
権　
威　
主　
義　
を　
く　
つ　
が　
え　
し　
、　
ト　
ル　
コ　
の　

新　
し　
い　
時　
代　
へ　
の　
移　
行　
が　
始　
ま　
っ　
た　
。　

（　
二　
○　
○　
一　
年　
四　
月　
三　
○　
日　
現　
在　
）　

ジョギングの途中、タクシーの運転手にチャイ

（紅茶）に誘われ、歓談しながら、国民の声に耳

を傾けるデルヴィシュ。（2001.04.18. Hürriyet 紙）


